
(57)【要約】

【課題】緊急通信システムのエマージェンシーコールサ

ーバをボタン操作だけで迅速に簡単に制御できる緊急呼

出パネル、およびエマージェンシーコールサーバと緊急

呼出パネルからなる緊急通信システムを提供する。

【解決手段】　緊急呼出パネルは緊急通信システムのコ

ールサーバで通報される定型通報に対応するように予め

割り当て可能な通報ボタンと、通報ボタンが定型通報に

応じて選択された状態で、選択された定型通報のデータ

をコールサーバに送る送信ボタンとを有する。

緊急通信システムはコールサーバと該コールサーバの通

報処理を実行させるための緊急呼出パネルからなり、緊

急呼出パネルで、通報内容により定型通報に対応して通

報ボタンを選択して、選択した定型通報のデータを含む

開始要求データをコールサーバに送り、コールサーバで

、開始要求データを取得したとき、通報処理を実行する

。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 緊 急 通 信 シ ス テ ム の コ ー ル サ ー バ で 通 報 さ れ る 定 型 通 報 に 対 応 す る よ う に 予 め 割 り 当 て
可 能 な 通 報 ボ タ ン と 、
　 通 報 ボ タ ン が 定 型 通 報 に 応 じ て 選 択 さ れ た 状 態 で 、 選 択 さ れ た 定 型 通 報 の デ ー タ を コ ー
ル サ ー バ に 送 る 送 信 ボ タ ン と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 緊 急 呼 出 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 緊 急 呼 出 パ ネ ル に お い て 、 複 数 の 通 報 ボ タ ン が 選 択 可 能 で あ る こ と を 特
徴 と す る 緊 急 呼 出 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 緊 急 呼 出 パ ネ ル に お い て 、 前 記 送 信 ボ タ ン で 選 択 さ れ た 定 型 通 報 の デ ー
タ を コ ー ル サ ー バ に 送 っ た 後 、 コ ー ル サ ー バ に お け る 通 報 処 理 を 停 止 さ せ る 停 止 ボ タ ン を
さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 緊 急 呼 出 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 コ ー ル サ ー バ と 該 コ ー ル サ ー バ の 通 報 処 理 を 実 行 さ せ る た め の 緊 急 呼 出 パ ネ ル か ら な る
緊 急 通 信 シ ス テ ム に お い て 、
　 緊 急 呼 出 パ ネ ル で 、 通 報 内 容 に よ り 定 型 通 報 に 対 応 し て 通 報 ボ タ ン を 選 択 し て 、 選 択 し
た 定 型 通 報 の デ ー タ を 含 む 開 始 要 求 デ ー タ を コ ー ル サ ー バ に 送 り 、
　 コ ー ル サ ー バ で 、 開 始 要 求 デ ー タ を 取 得 し た と き 、 通 報 処 理 を 実 行 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 緊 急 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 緊 急 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 コ ー ル サ ー バ で 、 通 報 処 理 の 実 行 完 了 後 、
処 理 終 了 デ ー タ を 緊 急 呼 出 パ ネ ル に 送 る こ と を 特 徴 と す る 緊 急 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 緊 急 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 コ ー ル サ ー バ で 通 報 処 理 の 実 行 中 、 緊 急 呼
出 パ ネ ル か ら 通 報 処 理 の 停 止 要 求 デ ー タ を コ ー ル サ ー バ に 送 り 、 コ ー ル サ ー バ に お い て 、
通 報 処 理 を 停 止 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ４ ～ ６ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 緊 急 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 コ ー ル サ ー バ と
前 記 緊 急 呼 出 パ ネ ル が LANま た は 公 衆 回 線 に よ っ て 接 続 さ れ る か 、 ま た は 切 換 に よ っ て LAN
ま た は 公 衆 回 線 の い ず れ か に よ っ て 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 緊 急 通 信 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル に 関 し 、 特 に 、 緊 急 通 信 シ ス テ ム と し て 配 備 さ れ た エ マ ー ジ
ェ ン シ ー コ ー ル サ ー バ と 共 に 用 い る 緊 急 呼 出 パ ネ ル に 関 す る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 エ マ ー ジ
ェ ン シ ー コ ー ル サ ー バ と 緊 急 呼 出 パ ネ ル か ら な る 緊 急 通 信 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 火 災 や 地 震 等 の 緊 急 事 態 を 公 衆 回 線 を 利 用 し て 受 信 し 、 予 め 登 録 し て あ る 関 係 者 （ 社 員
や 家 族 ） に 公 衆 回 線 を 利 用 し て 一 斉 に 通 報 す る 緊 急 通 信 シ ス テ ム が 特 開 平 ２ ０ ０ ４ － ４ ０
６ ９ １ 号 公 報 に 提 案 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 緊 急 通 信 シ ス テ ム で は 、 予 め 安 否 の 確 認 に 対
し て 登 録 し て い る 人 に 対 し て 、 安 否 確 認 の 情 報 を 伝 え る よ う に な っ て お り 、 さ ら に 災 害 地
に い る 人 や 遠 隔 地 の 関 係 者 か ら の 伝 言 を 登 録 し 、 ま た 再 生 す る よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ４ ０ ６ ９ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 開 平 ２ ０ ０ ４ － ４ ０ ６ ９ １ 号 公 報 に 提 案 さ れ て い る 緊 急 通 信 シ ス テ ム で は 、 電 話 回 線
に 接 続 さ れ た 緊 急 通 信 シ ス テ ム の 本 体 で あ る エ マ － ジ ェ ン シ ー コ ー ル サ ー バ に パ ソ コ ン 、
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携 帯 電 話 、 固 定 電 話 等 の 電 話 で ア ク セ ス し 、 コ ー ル サ ー バ を パ ソ コ ン 等 で 遠 隔 か ら 操 作 し
て 、 コ ー ル サ ー バ に 接 続 さ れ て 緊 急 通 信 を 受 け る 通 信 端 末 に 緊 急 連 絡 を 行 う も の で あ る が
、 緊 急 通 信 シ ス テ ム を 実 行 す る た め に は 、 操 作 端 末 の コ ン ピ ュ ー タ の 操 作 画 面 、 携 帯 電 話
の 操 作 画 面 を 開 い て 行 わ な け れ ば な ら ず 、 ま た 、 固 定 電 話 で は 音 声 応 答 に 従 っ て 行 わ な け
れ ば な ら な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 緊 急 通 信 シ ス テ ム に 不 慣 れ な 人 や 、 夜 間 な ど に 担 当 者 が 引 き 継 ぐ 場 合 に 緊 急 通 信
シ ス テ ム 端 末 の コ ン ピ ュ ー タ の 使 い 方 な ど を マ ニ ュ ア ル に し て 渡 す よ う に し て い た の で 、
引 継 ぎ に 時 間 が か か っ て い た 。 さ ら に 、 熟 練 度 に よ っ て 通 報 に 時 間 が 違 う た め に 、 初 動 の
ス ピ ー ド が 人 に よ っ て 違 っ て い た 。 緊 急 通 信 シ ス テ ム を 利 用 す る 場 面 は 、 地 震 の と き や 火
災 、 テ ロ な ど の 予 期 し な い と き が 多 く 、 簡 単 に 迅 速 に ど こ か ら で も 通 報 す る 必 要 が る 。 こ
の た め 、 緊 急 通 信 シ ス テ ム を 簡 単 に 迅 速 に 操 作 す る よ う な 補 助 器 具 の 強 い 要 請 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 緊 急 通 信 シ ス テ ム の エ マ ー ジ ェ ン シ ー コ ー ル サ ー バ を ボ
タ ン 操 作 だ け で 迅 速 に 簡 単 に 制 御 で き る 緊 急 呼 出 パ ネ ル 、 お よ び エ マ ー ジ ェ ン シ ー コ ー ル
サ ー バ と 緊 急 呼 出 パ ネ ル か ら な る 緊 急 通 信 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 緊 急 呼 出 パ ネ ル は 、 緊 急 通 信 シ ス テ ム の コ ー ル サ ー バ で 通 報 さ れ る 定 型 通 報 に
対 応 す る よ う に 予 め 割 り 当 て 可 能 な 通 報 ボ タ ン と 、 通 報 ボ タ ン が 定 型 通 報 に 応 じ て 選 択 さ
れ た 状 態 で 、 選 択 さ れ た 定 型 通 報 の デ ー タ を コ ー ル サ ー バ に 送 る 送 信 ボ タ ン と 、 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 緊 急 通 信 シ ス テ ム は 、 コ ー ル サ ー バ と 該 コ ー ル サ ー バ の 通 報 処 理 を 実 行 さ せ る
た め の 緊 急 呼 出 パ ネ ル か ら な る 緊 急 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル で 、 通 報 内 容
に よ り 定 型 通 報 に 対 応 し て 通 報 ボ タ ン を 選 択 し て 、 選 択 し た 定 型 通 報 の デ ー タ を 含 む 開 始
要 求 デ ー タ を コ ー ル サ ー バ に 送 り 、 コ ー ル サ ー バ で 、 開 始 要 求 デ ー タ を 取 得 し た と き 、 通
報 処 理 を 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 緊 急 通 信 シ ス テ ム の エ マ ー ジ ェ ン シ ー コ ー ル サ ー バ を ボ タ ン 操 作 だ け
で 迅 速 に 簡 単 に 制 御 で き る 緊 急 呼 出 パ ネ ル 、 お よ び エ マ ー ジ ェ ン シ ー コ ー ル サ ー バ と 緊 急
呼 出 パ ネ ル か ら な る 緊 急 通 信 シ ス テ ム が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 緊 急 呼 出 パ ネ ル は 、 緊 急 通 信 シ ス テ ム の コ ー ル サ ー バ で 通 報 さ れ る 定 型 通 報 に
対 応 す る よ う に 予 め 割 り 当 て 可 能 な 通 報 ボ タ ン と 、 通 報 ボ タ ン が 定 型 通 報 に 応 じ て 選 択 さ
れ た 状 態 で 、 選 択 さ れ た 定 型 通 報 の デ ー タ を コ ー ル サ ー バ に 送 る 送 信 ボ タ ン と を 有 す る 。
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 緊 急 通 信 シ ス テ ム は 、 コ ー ル サ ー バ と 該 コ ー ル サ ー バ の 通 報 処 理 を 実 行 さ せ る
た め の 緊 急 呼 出 パ ネ ル か ら な る 緊 急 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル で 、 通 報 内 容
に よ り 定 型 通 報 に 対 応 し て 通 報 ボ タ ン を 選 択 し て 、 選 択 し た 定 型 通 報 の デ ー タ を 含 む 開 始
要 求 デ ー タ を コ ー ル サ ー バ に 送 り 、 コ ー ル サ ー バ で 、 開 始 要 求 デ ー タ を 取 得 し た と き 、 通
報 処 理 を 実 行 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 、 図 面 を 参 照 し て 実 施 例 １ の 緊 急 呼 出 パ ネ ル お よ び 緊 急 通 信 シ ス テ ム を 説 明 す る 。
図 １ は 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル を 配 備 し た 緊 急 通 信 シ ス テ ム の 全 体 の 構 成 を 示 す 概 略 配 置 図 で あ
る 。 図 １ に お い て 、 サ ー バ 設 置 環 境 に は 、 エ マ ー ジ ェ ン シ ー コ ー ル サ ー バ １ ０ （ 以 下 、 単
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に コ ー ル サ ー バ と い う こ と も あ る ） 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル １ ２ （ 例 え ば 、 ３ ２ 個 ボ タ ン 版 ） 、
操 作 端 末 １ ４ が 配 備 さ れ て お り 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル 設 置 環 境 Ａ に は 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル １ ２ （
例 え ば 、 １ ６ 個 ボ タ ン 版 ） 、 操 作 端 末 １ ４ が 配 備 さ れ て お り 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル 設 置 環 境 Ｂ
に は 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル １ ２ （ 例 え ば 、 ８ 個 ボ タ ン 版 ） 、 操 作 端 末 １ ４ が 配 備 さ れ て い る 。
な お 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル の 配 備 は 任 意 の 地 域 で よ く 、 ま た 備 え る ボ タ ン の 数 も 任 意 の も の で
あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 コ ー ル サ ー バ １ ０ は 、 特 開 平 ２ ０ ０ ４ － ４ ０ ６ ９ １ 号 公 報 に 提 案 さ れ て い る 緊 急 通 信 シ
ス テ ム で 用 い ら れ て い る も の と 同 様 な サ ー バ で あ り 、 火 災 や 地 震 等 の 緊 急 事 態 を 公 衆 回 線
を 利 用 し て 受 信 し 、 予 め 登 録 し て あ る 関 係 者 （ 社 員 や 家 族 ） に 公 衆 回 線 を 利 用 し て 一 斉 に
通 報 す る 緊 急 通 信 シ ス テ ム に 配 備 さ れ て い る も の で あ る 。 こ の 緊 急 通 信 シ ス テ ム で は 、 予
め 安 否 の 確 認 に 対 し て 登 録 し て い る 人 に 対 し て 、 安 否 確 認 の 情 報 を 伝 え る よ う に な っ て お
り 、 さ ら に 災 害 地 に い る 人 や 遠 隔 地 の 関 係 者 か ら の 伝 言 を 登 録 し 、 ま た 再 生 す る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 緊 急 呼 出 パ ネ ル １ ２ は 、 コ ー ル サ ー バ １ ０ に 直 接 、 ま た は イ ン ト ラ ネ ッ ト 網 （ Ｌ Ａ Ｎ ）
１ ６ を 介 し て コ ー ル サ ー バ １ ０ に 接 続 さ れ て お り 、 緊 急 通 信 時 に 、 操 作 端 末 １ ４ に よ っ て
コ ー ル サ ー バ １ ０ を 操 作 す る 代 わ り に 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル １ ２ の ボ タ ン を 操 作 す る こ と に よ
り 、 簡 単 に 迅 速 に コ ー ル サ ー バ １ ０ を 働 か せ る も の で あ る 。 こ の 緊 急 呼 出 パ ネ ル １ ２ の 詳
細 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 操 作 端 末 １ ４ は 、 コ ー ル サ ー バ １ ０ の Ｗ Ｅ Ｂ 操 作 画 面 を 操 作 し 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル の 設 定
を 行 う も の で あ る 。 な お 、 緊 急 通 信 も 、 コ ー ル サ ー バ １ ０ を 操 作 し て 単 独 に 行 う こ と も で
き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル １ ２ の 設 定 （ 登 録 、 削 除 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 ） に つ い て 説 明 す る
。 緊 急 呼 出 パ ネ ル １ ２ の 設 定 は コ ー ル サ ー バ １ ０ の Ｗ Ｅ Ｂ 操 作 画 面 か ら 行 わ れ る 。 図 ２ は
緊 急 呼 出 パ ネ ル を 設 定 す る 画 面 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 （ ａ ） に 示 す よ う に 初 期
画 面 と し て 機 器 一 覧 （ 緊 急 呼 出 パ ネ ル の 一 覧 ） の 画 面 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 画 面 か ら 緊 急 呼 出 パ ネ ル の 新 規 登 録 を 行 う 画 面 や 通 報 ボ タ ン へ の 定 型 通 報 の 割 り 当
て な ど を 行 う 画 面 へ 移 行 す る こ と が で き る 。
（ １ ） は 新 た な 緊 急 呼 出 パ ネ ル を 登 録 す る た め の 「 新 規 登 録 」 ボ タ ン を 示 す 。 こ の ボ タ ン
を ク リ ッ ク す る こ と で 、 （ ｂ ） で 示 す 「 新 規 登 録 」 画 面 へ 移 行 で き る 。
（ ２ ） は 、 登 録 さ れ て い る 機 器 （ 緊 急 呼 出 パ ネ ル ） の Ｉ Ｄ 番 号 を 表 示 す る 。 Ｉ Ｄ 番 号 を ク
リ ッ ク す る こ と で 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル の 通 報 ボ タ ン へ 定 型 通 報 を 割 り 付 け る こ と の で き る （
ｃ ） で 示 す 設 定 画 面 へ 移 行 で き る 。
（ ３ ） は 、 登 録 さ れ て い る 機 器 の 名 称 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ ｂ ） で 示 す 画 面 に お い て 、 こ の 画 面 は 新 し く 緊 急 呼 出 パ ネ ル を 登 録 す る た め の 画 面 で
あ る 。 登 録 内 容 と し て 「 Ｉ Ｄ 番 号 」 「 機 器 名 称 」 「 ボ タ ン 数 」 を 登 録 で き る 。
（ １ ） は 入 力 内 容 を 登 録 す る た め の 「 登 録 」 ボ タ ン で あ る 。 こ の ボ タ ン を ク リ ッ ク す る こ
と で 、 入 力 さ れ て い る 情 報 が デ ー タ ベ ー ス に 反 映 さ れ る 。
（ ２ ） は こ れ か ら と 登 録 す る 機 器 の Ｉ Ｄ 番 号 を 入 力 す る た め の も の で あ る 。
（ ３ ） こ れ か ら 登 録 す る 機 器 の 名 称 を 入 力 す る た め の も の で あ る 。
（ ４ ） こ れ か ら 登 録 す る 機 器 の 通 報 ボ タ ン の ボ タ ン 数 を 選 択 す る も の で あ る 。 ボ タ ン 数 と
し て は ， 例 え ば 、 「 ８ 」 、 「 １ ６ 」 、 「 ３ ２ 」 等 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ ｃ ） で 示 す 画 面 に お い て 、 現 在 登 録 さ れ て い る 緊 急 呼 出 パ ネ ル に 対 し て 、 各 通 報 ボ タ
ン へ の 定 型 通 報 の 割 り 付 け な ど の 情 報 が 表 示 さ れ る 。 こ の 画 面 か ら 、 通 報 ボ タ ン へ の 定 型
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通 報 の 割 り 付 け の 登 録 ・ 変 更 や 緊 急 呼 出 パ ネ ル の ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 の 登 録 画 面 へ の 移 行 が
で き る 。
・ 　 は 登 録 内 容 を 操 作 す る ボ タ ン 類 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 「 登 録 」 は 表 示 さ れ て い る 情 報 を デ ー タ ベ ー ス に 登 録 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 「 削 除 」 は デ ー タ ベ ー ス に 登 録 さ れ て い る 緊 急 呼 出 パ ネ ル の 情 報 を 削 除 す る た め の も の
で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 「 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 」 は 緊 急 呼 出 パ ネ ル に つ い て ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 を 設 定 す る （ ｄ ） で
示 す 画 面 に 移 行 す る た め の も の で あ る 。
（ ２ ） に は 選 択 さ れ て い る 緊 急 呼 出 パ ネ ル の Ｉ Ｄ 番 号 が 表 示 さ れ る 。
（ ３ ） に は 選 択 さ れ て い る 緊 急 呼 出 パ ネ ル の 機 器 名 称 が 表 示 さ れ る 。
（ ４ ） は 現 在 の 緊 急 呼 出 パ ネ ル の 動 作 状 態 を 表 示 す る 。
（ ５ ） は 定 型 通 報 を 設 定 す る た め の 行 番 号 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 設 定 し た い 通 報 ボ タ ン の 行 番 号 を ク リ ッ ク す る こ と で 、 そ の 行 の 設 定 画 面 を 開 く こ と が
で き る 。
（ ６ ） は 通 報 ボ タ ン の 番 号 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 「 （ 行 番 号 ） － （ 機 器 の 左 か ら 数 え た ボ タ ン 番 号 ） 」 を 表 示 す る 。
（ ７ ） は 通 報 ボ タ ン に 定 型 通 報 が 設 定 さ れ て い る 場 合 に 、 設 定 さ れ て い る 定 型 通 報 Ｉ Ｄ を
表 示 す る 。
（ ８ ） は 通 報 ボ タ ン に 定 型 通 報 が 設 定 さ れ て い る 場 合 に 、 設 定 さ れ て い る 定 型 通 報 名 称 を
表 示 す る 。
（ ９ ） は 定 型 通 報 を 選 択 す る 画 面 に 移 行 す る ボ タ ン で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ ｄ ） で 示 す 画 面 に お い て 、 こ の 画 面 は 現 在 登 録 さ れ て い る 緊 急 呼 出 パ ネ ル の ネ ッ ト ワ
ー ク 情 報 を 示 す 画 面 で あ る 。 こ の 情 報 を 元 に 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル １ ２ と コ ー ル サ ー バ １ ０ と
の 間 で 通 信 処 理 を 行 う 。
（ １ ） は 入 力 内 容 を 登 録 す る た め の 「 登 録 」 ボ タ ン で あ る 。
（ ２ ） は 緊 急 呼 出 パ ネ ル に 設 定 さ れ た Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 入 力 す る た め の も の で あ る 。
（ ３ ） は 緊 急 呼 出 パ ネ ル に 設 定 さ れ た ネ ッ ト マ ス ク を 入 力 す る た め の も の で あ る 。
（ ４ ） は 緊 急 呼 出 パ ネ ル に 設 定 さ れ た ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス を 入 力 す る た め の も の で
あ る 。
（ ５ ） は 緊 急 呼 出 パ ネ ル に 設 定 さ れ た Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス を 入 力 す る た め の も の で あ る 。
（ ６ ） は こ の 接 続 で 使 用 す る ポ ー ト 番 号 を 入 力 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル １ ２ の 概 観 、 構 成 、 機 能 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ は ボ タ ン 数 が ３
２ 個 の 緊 急 呼 出 パ ネ ル を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ４ は ボ タ ン 数 が １ ６ 個 の 緊 急 呼 出 パ ネ ル を
示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ５ は ボ タ ン 数 が ３ ２ 個 の 緊 急 呼 出 パ ネ ル の 平 面 図 で あ り 、 図 ６ は 緊
急 呼 出 パ ネ ル の 内 部 の 構 成 を 示 す 概 略 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル １ ２ に は 、 パ ワ ー （ 電 源 ） ボ タ ン ２ ０ 、 送 信
ボ タ ン ２ ２ 、 停 止 ボ タ ン ２ ４ 、 ６ 個 の 送 信 ス テ ー タ ス ラ ン プ ２ ６ 、 ４ 個 の 機 器 ス テ ー タ ス
ラ ン プ ２ ８ 、 お よ び 例 え ば ３ ２ 個 （ １ ６ 個 、 ２ ４ 個 ） の 通 報 ボ タ ン ３ ０ が 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル は 、 入 出 力 イ ン タ ー フ ェ イ ス ３ ２ 、 入 出 力 イ ン タ ー
フ ェ イ ス ３ ４ 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ６ 、 Ｒ Ｏ Ｍ ３ ８ 、 Ｒ Ａ Ｍ ４ ０ の 主 要 部 品 か ら な る 。 こ れ ら の 部 品
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の 機 能 は 一 般 に 知 ら れ て い る も の で あ り 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。 入 出 力 イ ン タ ー フ ェ イ
ス ３ ２ は イ ン ト ラ ネ ッ ト １ ６ を 介 し て コ ー ル サ ー バ １ ０ に 接 続 さ れ て お り 、 ま た 操 作 端 末
１ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 入 出 力 イ ン タ ー フ ェ イ ス ３ ４ に は パ ワ ー （ 電 源 ） ボ タ ン ２ ０ 、 送
信 ボ タ ン ２ ２ 、 停 止 ボ タ ン ２ ４ 、 ６ 個 の 送 信 ス テ ー タ ス ラ ン プ ２ ６ 、 ４ 個 の 機 器 ス テ ー タ
ス ラ ン プ ２ ８ 、 お よ び 例 え ば ３ ２ 個 （ １ ６ 個 、 ２ ４ 個 ） の 通 報 ボ タ ン ３ ０ が 接 続 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル に 設 け ら れ た 各 種 の ボ タ ン と ラ ン プ の 機 能 に つ い て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 パ ワ ー ボ タ ン ２ ０ は 緊 急 呼 出 パ ネ ル に 電 源 を 投 入 す る た め の ボ タ ン で あ り 、 パ ワ ー ボ タ
ン ２ ０ を 押 す と 、 電 源 が 入 り 点 灯 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 送 信 ボ タ ン ２ ２ は 後 述 の 通 報 ボ タ ン （ 通 報 割 り 当 て ボ タ ン ） ３ ０ が 押 さ れ て い る 内 容 を
実 行 す る ボ タ ン で あ り 、 待 機 中 は 、 無 点 灯 で あ り 、 送 信 （ ｓ ｅ ｎ ｄ ） ボ タ ン ２ ２ を 押 す と
、 送 信 処 理 （ 通 報 処 理 ） が 行 わ れ て い る 間 （ 通 報 処 理 要 求 中 ） は 点 灯 （ 例 え ば 、 赤 色 ） し
続 け る が 、 一 定 時 間 後 に は （ 処 理 要 求 受 付 完 了 時 ） 、 例 え ば 、 緑 色 に 色 が 変 わ り 、 消 灯 す
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 停 止 （ ｓ ｔ ｏ ｐ ） ボ タ ン ２ ４ は 現 在 行 わ れ て い る 通 報 を 停 止 す る ボ タ ン で あ り 、 送 信 ボ
タ ン ２ ２ が 赤 色 に 点 灯 し て い る 間 に の み 押 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 通 報 ボ タ ン ３ ０ は 実 行 す る 通 報 を 選 択 す る ボ タ ン で あ り 、 各 通 報 ボ タ ン へ の 定 型 通 報 は
コ ー ル サ ー バ １ ０ （ 図 １ ） の Ｗ Ｅ Ｂ 操 作 画 面 か ら 行 わ れ る 。 一 度 押 す と 点 灯 し （ 選 択 さ れ
て い る 状 態 と な り ） 、 再 度 押 す と 消 灯 す る （ 選 択 さ れ て い な い 状 態 に な る ） 。 通 報 ボ タ ン
３ ０ は 複 数 個 を 同 時 に 押 す こ と が で き 、 こ の 場 合 、 通 報 は 予 め 決 め ら れ た 優 先 順 位 に 従 っ
て 順 次 行 わ れ る こ と に な る 。 優 先 順 位 は 、 例 え ば 、 行 で は 、 一 番 上 の ボ タ ン が 最 も 高 く 、
列 で は 一 番 左 側 の ボ タ ン が 最 も 高 い よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 機 器 ス テ ー タ ス ラ ン プ ２ ８ は 、 機 器 の ス テ ー タ ス （ 状 態 ） を 表 示 す る ラ ン プ で あ り 、 Ｔ
Ｄ Ｘ （ 送 信 ス テ ー タ ス ラ ン プ ） 、 Ｒ Ｘ Ｄ （ 受 信 ス テ ー タ ス ラ ン プ ） 、 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ （ 接 続 ス テ
ー タ ス ラ ン プ ） 、 Ｓ Ｔ Ａ Ｔ Ｕ Ｓ （ サ ー バ 間 の 接 続 ス テ ー タ ス ラ ン プ ） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 送 信 ス テ ー タ ス ラ ン プ ２ ６ は 現 在 の 処 理 状 態 を 表 す ラ ン プ で あ り 、 待 機 中 は 、 無 点 灯 で
あ り 、 通 報 処 理 要 求 中 は 、 赤 色 点 滅 を 行 い 、 処 理 要 求 受 付 完 了 時 に は 、 緑 色 点 滅 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 通 報 の 操 作 に お け る 前 述 の ボ タ ン の 操 作 と ラ ン プ の 状 態 に つ い て 説 明 す る 。 通 報
ボ タ ン ３ ０ の 選 択 後 、 送 信 ボ タ ン ２ ２ を 押 す こ と で 通 報 が 開 始 さ れ る 。 通 報 が 開 始 さ れ る
と 、 送 信 ボ タ ン ２ ２ が 赤 く 点 灯 し 、 送 信 ス テ ー タ ス ラ ン プ ２ ６ が 赤 く 点 滅 す る 。 複 数 個 の
通 報 ボ タ ン ３ ０ が 押 さ れ て い る 場 合 に は 、 通 報 ボ タ ン ３ ０ の 通 報 優 先 順 位 の と お り に 通 報
処 理 が 行 わ れ る 。 通 報 中 は 、 通 報 ボ タ ン ３ ０ 、 送 信 ボ タ ン ２ ２ は 無 効 と な る 。 送 信 ス テ ー
タ ス ラ ン プ ２ ６ が 赤 く 点 滅 す る と 、 通 報 処 理 要 求 中 で あ り 、 一 定 時 間 後 に 、 自 動 的 に 緑 色
点 滅 に 変 化 す る 。 こ の と き 、 通 報 処 理 要 求 受 付 完 了 と な る 。 緑 色 点 滅 は 例 え ば ３ ０ 秒 間 続
き 、 そ の 間 全 て の ボ タ ン 操 作 は 無 効 と な る 。 緑 色 点 滅 後 、 送 信 ボ タ ン と 送 信 ス テ ー タ ス ラ
ン プ は 無 点 灯 と な り 、 待 機 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 通 報 の 停 止 操 作 に お け る 前 述 の ボ タ ン の 操 作 と ラ ン プ の 状 態 に つ い て 説 明 す る 。
通 報 処 理 実 行 中 に 何 ら か の 理 由 に よ り 処 理 の 実 行 を 停 止 し た い 場 合 等 で は 、 停 止 ボ タ ン ２
４ を 押 す こ と で 、 直 前 に 送 信 ボ タ ン ２ ２ を 押 し て 行 わ れ た 通 報 を 停 止 さ せ る こ と が で き る
。
な お 、 通 報 停 止 の 操 作 は 送 信 ボ タ ン ２ ２ が 赤 色 に 点 灯 し 、 送 信 ス テ ー タ ス ラ ン プ ２ ６ が 赤
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色 点 滅 し て い る 間 だ け 操 作 す る こ と が で き る 。 停 止 ボ タ ン ２ ４ を 押 し て 通 報 停 止 操 作 を 実
行 す る と 、 赤 色 点 灯 し て い る 送 信 ボ タ ン ２ ２ 、 赤 色 点 滅 し て い る 送 信 ス テ ー タ ス ラ ン プ ２
６ が 消 灯 す る 。 な お 、 送 信 ボ タ ン ２ ２ や 送 信 ス テ ー タ ス ラ ン プ ２ ６ が 緑 色 点 灯 、 緑 色 点 滅
、 無 点 灯 の 場 合 に は 停 止 ボ タ ン ２ ４ は 無 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 コ ー ル サ ー バ １ ０ と 緊 急 呼 出 パ ネ ル １ ２ の 連 携 に よ る 通 報 処 理 に つ い て 説 明 す る
。
今 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル １ ２ は 、 図 ２ に 関 連 し て 説 明 し た 初 期 設 定 （ 登 録 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定
等 ） が な さ れ て い る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ７ は コ ー ル サ ー バ と 緊 急 呼 出 パ ネ ル に よ る 通 報 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。 緊 急 呼 出 パ ネ ル １ ２ に お い て 、 パ ワ ー ボ タ ン ２ ０ を 押 す こ と に よ り 電 源 を オ ン に す る
（ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。 一 方 、 コ ー ル サ ー バ １ ０ に お い て は 、 緊 急 通 信 シ ス テ ム の プ ロ グ ラ ム
が 起 動 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。 こ れ に よ り 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル １ ２ と コ ー ル サ ー バ １ ０ の
接 続 が 確 立 さ れ る 。 そ し て 、 コ ー ル サ ー バ １ ０ で は 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル １ ２ か ら の 通 報 処 理
の 開 始 の 待 機 （ デ ー タ 受 信 待 機 ） と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 緊 急 通 報 を 行 う 事 態 （ 地 震 、 火 災 等 ） が 発 生 す る と 、 そ の 情 報 を 得 た 人 は 、 緊 急 呼 出 パ
ネ ル １ ２ に お い て 、 そ の 緊 急 通 報 の 内 容 に 対 応 し た 通 報 ボ タ ン ３ ０ を 選 択 し （ ス テ ッ プ Ｓ
３ ） 、 送 信 ボ タ ン ２ ２ を 押 し て （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 、 コ ー ル サ ー バ １ ０ に 通 報 処 理 の 開 始 要
求 の デ ー タ を 送 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 コ ー ル サ ー バ １ ０ で は 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル １ ２ か ら の 開 始 要 求 デ ー タ を 取 得 し （ ス テ ッ プ
Ｓ ５ ） 、 デ ー タ の 解 析 、 通 報 コ マ ン ド の 作 成 、 通 報 コ マ ン ド の 実 行 、 通 報 処 理 開 始 （ 予 め
登 録 さ れ て い る 送 信 先 へ の 一 斉 通 報 等 ） の 一 連 の 処 理 を 行 い 、 通 報 処 理 実 行 が 完 了 し （ ス
テ ッ プ Ｓ ７ ） 、 そ の 後 、 デ ー タ 受 信 待 機 状 態 と な る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 一 方 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル １ ２ の 側 で は 、 送 信 ラ ン プ ２ ６ は 、 押 さ れ た 後 に 赤 色 点 滅 し て （
ス テ ッ プ Ｓ ６ ） 、 通 報 処 理 中 で あ る こ と を 表 示 し 、 ３ ０ 秒 間 点 滅 を 続 け る 、 こ の ３ ０ 秒 の
時 間 は 開 始 要 求 デ ー タ の 取 得 （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） か ら 通 報 処 理 実 行 完 了 （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） ま
で に 要 す る 時 間 に 十 分 な 時 間 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 通 報 処 理 実 行 完 了 （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 後 、 処 理 終 了 デ ー タ が コ ー ル サ ー バ １ ０ か ら 緊 急 呼
出 パ ネ ル １ ２ に 送 ら れ る と 、 送 信 ラ ン プ ２ ６ は 緑 色 で 点 滅 し （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ） 、 ３ ０ 秒 間
点 滅 し て 消 灯 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ） 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 後 、 別 の 緊 急 通 報 を 行 う 事 態 が 発 生 す る と 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル １ ２ か ら デ ー タ 受 信 待 機
中 の コ ー ル サ ー バ １ ０ に 対 し て 同 様 に し て 開 始 要 求 デ ー タ を 送 る こ と に よ り 、 緊 急 通 報 を
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 通 報 処 理 中 に 通 報 処 理 を 何 ら か な の 理 由 に よ り 停 止 さ せ る 場 合 が あ る が 、 そ の と
き の 処 理 の 流 れ を 説 明 す る 。 図 ８ は 、 停 止 処 理 を 含 む 、 コ ー ル サ ー バ と 緊 急 呼 出 パ ネ ル に
よ る 通 報 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 停 止 処 理 以 外 の 流 れ は 図 ７ に 示 す ス テ ッ プ （ ス テ ッ プ Ｓ １ ～ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ） と 同 様 で
あ る の で 、 停 止 処 理 の ス テ ッ プ だ け を 説 明 す る 。 停 止 ボ タ ン ２ ４ は 、 送 信 ラ ン プ ２ ６ が 赤
色 点 滅 し て い る と き だ け 行 う こ と が で き る も の で あ り 、 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ の 送 信 ラ ン プ
２ ２ の ３ ０ 秒 の 赤 色 点 滅 間 だ け に 行 う こ と が で き る 。 今 、 そ の 間 に 停 止 ボ タ ン ２ ４ を 押 す
と （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ） 、 停 止 要 求 デ ー タ が コ ー ル サ ー バ １ ０ に 送 ら れ る 。 コ ー ル サ ー バ １
０ で は 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル か ら の 停 止 要 求 デ ー タ を 取 得 し （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ） 、 デ ー タ の 解
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析 、 通 報 コ マ ン ド の 作 成 、 通 報 コ マ ン ド の 実 行 、 通 報 停 止 処 理 開 始 を 行 い 、 通 報 処 理 実 行
を 完 了 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 。 以 後 ス テ ッ プ は 、 図 ７ の ス テ ッ プ Ｓ ８ ～ １ ０ と 同 様 で あ る
。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 実 施 例 １ で は 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル は 、 イ ン ト ラ ネ ッ ト （ LAN） を 介 し て コ ー ル サ ー バ に 接
続 さ れ る が 、 実 施 例 ２ で は 、 公 衆 回 線 を 介 し て コ ー ル サ ー バ に 接 続 し て 用 い ら れ る 緊 急 呼
出 パ ネ ル が 用 い ら れ る 。 コ ー ル サ ー バ と 緊 急 呼 出 パ ネ ル の 基 本 的 な 構 成 は 同 様 で あ り 、 主
要 な 相 違 点 だ け 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 緊 急 呼 出 パ ネ ル に モ デ ム を 設 け 、 こ の モ デ ム を 介 し て 電 話 回 線 に 接 続 し 、 一 方 コ ー ル サ
ー バ に も モ デ ム を 設 け 、 緊 急 呼 出 パ ネ ル と コ ー ル サ ー バ を 接 続 す る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 実 施 例 １ の 緊 急 呼 出 パ ネ ル と 実 施 例 ２ の 緊 急 呼 出 パ ネ ル の 両 方 の 機 能 を 設 け 、 切 換 可 能
に す る 。 即 ち 、 モ デ ム 接 続 と LAN接 続 を ス イ ッ チ 等 で 切 換 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 緊 急 呼 出 パ ネ ル を 配 備 し た 緊 急 通 信 シ ス テ ム の 全 体 の 構 成 を 示 す 概 略 配 置 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 緊 急 呼 出 パ ネ ル を 設 定 す る 画 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ボ タ ン 数 が ３ ２ 個 の 緊 急 呼 出 パ ネ ル を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ボ タ ン 数 が １ ６ 個 の 緊 急 呼 出 パ ネ ル を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ボ タ ン 数 が ３ ２ 個 の 緊 急 呼 出 パ ネ ル の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 緊 急 呼 出 パ ネ ル の 内 部 の 構 成 を 示 す 概 略 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 コ ー ル サ ー バ と 緊 急 呼 出 パ ネ ル に よ る 通 報 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
【 図 ８ 】 停 止 処 理 を 含 む 、 コ ー ル サ ー バ と 緊 急 呼 出 パ ネ ル に よ る 通 報 処 理 の 流 れ を 示 す フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 １ ０ 　 エ マ ー ジ ェ ン シ ー コ ー ル サ ー バ
　 １ ２ 　 緊 急 呼 出 パ ネ ル
　 １ ４ 　 操 作 端 末
　 １ ６ 　 イ ン ト ラ ネ ッ ト
　 ２ ０ 　 パ ワ ー ボ タ ン
　 ２ ２ 　 送 信 ボ タ ン
　 ２ ４ 　 停 止 ボ タ ン
　 ２ ６ 　 送 信 ラ ン プ
　 ２ ８ 　 機 器 ス テ ー タ ス ラ ン プ
　 ３ ０ 　 通 報 ボ タ ン

10

20

30

40

(8) JP 2006-48579 A 2006.2.16



【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

(14) JP 2006-48579 A 2006.2.16



フロントページの続き

(72)発明者  山本　雄三
            茨城県那珂郡東海村村松４番地４９　核燃料サイクル開発機構本社内
(72)発明者  飛田　和則
            茨城県那珂郡東海村村松４番地４９　核燃料サイクル開発機構本社内
Ｆターム(参考) 5C087 AA02  AA03  AA24  AA25  BB11  BB73  BB74  DD02  DD04  DD20 
　　　　 　　        EE02  EE06  EE15  FF01  FF02  FF05  FF19  GG12  GG21  GG32 
　　　　 　　        GG57  GG67  GG70  GG83 
　　　　 　　  5K101 KK14  MM07  NN18  NN21  RR18 

(15) JP 2006-48579 A 2006.2.16


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

